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餅髭讐さくらサイエンスプラン』友情と感激

日本マレーシア協会の活動報告

森噴彰
(8本マレ-シア協会敵
広島修道大学名誉数理)

公益社団法人日本マレーシア協会は'19

95年からマレーシア･サラワク州サマラハン管区スリアン地区アペン地域において'サラワク州森林局'スリアン罫役所､国立マレーシア･サラワク大学の協力を得ながら､地区に居住する克住民とともに'在来種であるフタバガキ科の植林による熱帯雨林再生活動を読け'これまでに約900Bで蔚朝方本の植林をしました｡
当地区は'豊かな熟苛雨林の伐採跡地に自

生した2次林を州政府が保鳶林に発走した地域ですが'近年のヤシ油価格の高騰による農地国費のための遵法な森林伐採や周辺地域での不法な園発が濃いています｡
そのため'拝読可能な地域社会づくりを日

清す長期飽な観点に立った賓明な森林の利用と土地囲発のために､地域住民が環境保全への理解と知詠を持ち'行動の改聾を図るための環境教育･普及活動が重要であると同時に自主的に行動することが求められます｡
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くりに必要な発力を有する人材を育成する活動に取り鼠んできました｡

そのような
所に'国立研究用発法人科学技術振興横秤(lST)の支援を受けて､サラワク大学の学生たちを日本に讃蒋して｢さくらサイエンスプラン｣を実施する横会を希'今年度で3年目になりましたC

2014年

度は｢開発と環境科学｣､2015年度は｢災書と科学技衛｣'2
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名大で開筆違皇国の森林保全と地球温唾化の園芸を学ぶ

そのよう

な耗点から'これまで国立マレーシア･サヲワク大学などと国連が准葵する｢持家可能な開発のための教育(ESD)｣にある国際理解教育､人権教育や拝読可能な発展に闘わる諸問題を理解して自然共生型社会づ

016年度は｢森林働学｣をテーマに尭施しましたが､この取り親みは､当協会にとりましてもこれまでの活動を凍り透り､今後の活動をより意義あるものとする費重な枚会となりました｡

費重な資源であ-'地球の気侯変動にも大
きく関わっているボルネオの熱帯森林は急速に消失に向かっています｡そのような中で一部には不法伐採も競いており'その好応が急がれています｡

本事業はこの分野の教育をしている買立サ
ラワク大学の資源科学技術学部の学生と大学院生が森林マネジメントの必要性を理解し'日本の政府･企某･大学での取鼠みを知ることにより､日本の森林科学教育を理解して日本に留学を志すことを目的に英施しました｡

オリエンテ-シnンで基礎的な知識を学ん
だ後①　林野庁で日本の森林管理と保全の歴史についての研修を受け⑧　名古屋大学で開発途上国の森林保全と地球温硬化の国連を学ぶとともに留学環境のレクチユア-を受け③　王子製就株式会社の事業内容と社有林の
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宇春宮大学の演習林で森林管理の実習体験

森林管理および有効に科活用している廃材などを原卦にした世界最大規模の製就工場での研修プログラムを芙施し④　国立研究開発法人国際農林水産業研究センターで熱帯林の研究の現状と課題について学び⑤　宇都宮大学の演習林で森林管理の実習体験をした後､大学で森林科学教育と研究環境および留学環境のレクチユ7-を受けて学生との交淀をした｡⑥　連携協定締結枚の芝浦工業大学の研究衆境や留各

境のレクチエアーを受けた｡

⑦　環境省地球環境局で地球温暖化開港の現状と対策および国際的取り範みについて学び⑧　日本の科学技術の全体像を理解することを目的に日本科学鼓衝未来鑑を見学そのまとめとして､日本の大学生やマレーシアからの留学生'大学図億着の参加を得て､研修の課題報告と意見交換を行う｡⑨　研修のまとめに研修報告会と修了式およびお別れ昼食会を開催した｡学生たちは､初めて見た日本の美しきと人の優しさに感動するとともに､研修先で受けた許義の内容に大きな耕激を受け'これからの学びや研究の参

研修報告会･修了式と台別れ昼食会
考になるとの報告をしていた｡

研修終了時に'
アンケ-J･の連出を求めました｡その耗要は以下のとおりでした｡･日本の進んだ文化と科学哉衛に大きな斎きを覚えた｡この日本の経験を今後のマレーシアの発展に生かすべきと患った｡･今回受けた研修は､これからの自分の人生に大きな影響を与えると思う｡･まずは'今後の研究テーマ設定に大きく影響すると思う｡･もっと多くの時間をかけて日本に･ついて学びたい｡･大学院へ進学する時は'日本の大学に進学することも検討したい｡･　さくらサイエンス事業には'大きな意義を感じるのでいつまでも濃いてほしヽ▼　〇

>･　このような磯会を与えていただいた日本の普さんに心からお礼を申し上げたい｡
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